
佐　倉　市　人　件　費　の　推　移　（　単　位　：　千　円　）

年度（平成） 18 19 20 21 22 23 24 25 累計（千円）

正規職員数（人） 1,101 1,085 1,048 1,020 993 989 1,002 1,022

職員給与（千円） 7,277,787 7,080,694 6,751,269 6,374,670 6,246,088 6,107,970 6,228,721 6,327,350

同上18年度との差額（千円） -197,093 -526,518 -903,117 -1,031,699 -1,169,817 -1,049,066 -950,437 -5,827,747

臨時賃金差額（千円） 23,977 48,400 124,965 135,407 151,113 148,681 59,321 691,864

委託料差額（千円） 37,111 -181,978 51,454 171,835 759,691 712,546 519,332 2,069,991

賃金委託料合計 2,761,855

ラスパイレス指数（％） 102 102 103 103 103 102 103 103

ラス指数差額（千円） 209,236 203,570 236,294 223,113 242,036 183,239 249,149 197,730 1,535,131

地域手当差額（千円） 140,000 140,000 140,000 105,000 60,000 60,000 60,000 60,000 625,000

通勤手当（千円） 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 315,000

住居手当（千円） 21,000 21,000 21,000 21,000 84,000

震災復興対策減額（千円） 460,000 460,000 920,000

支出超過総計（Ｈ19～25） 3,479,131
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佐
倉
市
の
職
員
数

Ｈ
12
年
度
の
１
１
７
８
人
を

最
高
に
、
Ｈ
23
年
度
は
989
人
と

減
少
し
、
今
年
度
は
１
０
２
０

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
員
管
理
計
画

最
近
は
、
渡
貫
市
長
時
代
に

第
二
次
定
員
適
正
化
計
画
（
Ｈ

18
～
22
年
度
）
が
ス
タ
ー
ト
し
、

第
三
次
定
員
適
正
化
計
画
（
Ｈ

25
～
27
年
度
）
は
、
１
０
０
７

人
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
減
額
分

下
表
に
あ
る
よ
う
に
、
正
規

職
員
人
件
費
（
退
職
金
、
年
金

は
含
ま
ず
）
は
Ｈ
18
年
度
を
基

準
に
す
る
と
、
Ｈ
19
～
25
年
度

に
お
い
て
、
確
か
に
累
計
58
億

円
が
減
額
し
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
増
額
分

し
か
し
、
同
期
間
の
正
規
職

員
以
外
の
人
件
費
（
委
託
費
含

む
）
の
増
額
分
は
次
の
も
の
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
臨
時
職
員
賃
金
（
6.9
億
円
）
、

②
指
定
管
理
者
等
委
託
費
（
２

０
・
７
億
円
）
の
合
計
２
７
・

６
憶
円
に
な
り
ま
す
。
人
件
費

が
減
額
し
た
理
由
と
し
て
は
、

臨
時
職
員
と
正
規
職
員
の
賃
金

格
差
（
５
～
６
倍
）
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
能
率
ア
ッ
プ
及
び

賃
金
格
差
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
件
費
の
超
過
支
出
分

次
に
、
人
件
費
に
つ
い
て
、

国
基
準
を
超
え
て
支
出
し
た
超

過
支
出
分
を
計
算
し
て
み
ま
す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
分
（
１
５
・

３
億
円
）

地
域
手
当
差
額
（
6.2
億
円
）
、

通
勤
手
当
差
額
（
3.1
億
円
）
、

住
居
手
当
差
額
（
約
0.8
億
円
）

震
災
復
興
不
減
額
（
9.2
億
円
）

合
計
は
、
３
４
・
８
億
円
。

前
出
の
人
件
費
の
増
額
分
（
２

７
・
６
億
円
）
を
加
え
る
と
、

６
２
・
４
億
円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
件
費
は
、
決

し
て
楽
観
で
き
ま
せ
ん
。
市
が

人
件
費
の
減
額
部
分
だ
け
を
説

明
す
る
と
、
市
民
に
大
き
な
誤

解
を
与
え
ま
す
。
佐
倉
市
は
増

額
、
超
過
部
分
に
つ
い
て
も
十

分
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
達
は
こ
れ
ま
で
、
情
報
公
開
を
進

め
、
税
金
の
無
駄
遣
い
を
防
ぎ
、
税
金

の
有
効
活
用
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
れ
ら
と
共
に
、
各
種
相
談

へ
の
対
応
、
人
権
の
保
護
、
格
差
是
正
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
市
民

参
加
の
政
治
を
目
指
し
た
活
動
を
引
き

続
き
実
行
し
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
暮
し
や
す
い
落
ち
着
い
た

生
活
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
、
平
和

で
安
全
な
社
会
、
健
康
的
な
仕
事
場
な

ど
の
実
現
に
ま
い
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

講
演
会
の
ご
案
内

（
先
着
百
名

予
約
も
可

無
料
）

「
し
び
れ
の
話

～
手
足
の
し
び
れ
か
ら
腰
痛
ま
で
～
」

講
師

金

景
成

（
日
本
医
科
大
・
脳
神
経
外
科
医
）

日
時

12
月
21
日
（
日
）

（
開
場
10
時
）

午
前
10
時
半
～
12
時

場
所

佐
倉
市
立
美
術
館

４
階
ホ
ー
ル

主
催

佐
倉
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会

連
絡
先
奈
良
扶
規
子

489
‐
８
１
４
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

485
‐
５
９
９
９

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政
の適正運用、人権保護のた

めに行動する人」です。
各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。一緒に活動でき
る方も募集しています。

今
年
の
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
全
国

大
会
は
岩
手
県
盛
岡
市
（
南
部
藩
20

万
石
の
盛
岡
城
跡
が
あ
る
）
で
開
催

さ
れ
現
状
の
問
題
点
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

テ
ー
マ
は
、
政
務
活
動
費
、
秘
密

保
護
法
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
法
案
、
公
共

事
業
の
需
要
予
測
、
各
地
の
課
題
な

ど
で
す
。

そ
の
様
子
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
午
後
9

時
の
ニ
ュ
ー
ス
（
左
上
の
写
真
参
照
）

で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
藤
崎
の
「
各
議
会
に
地

方
議
会
も
含
め
て
調
査
委
を
つ
く
り
、

専
門
家
が
調
査
す
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
が
必
要
」
と
の
意
見
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

今
、
政
務
活
動
費
の
使
途
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
佐
倉
市
で
は
、

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
が

１
９
９
７
年
に
住
民
監
査
請
求
に
取

り
組
み
、
約
140
万
円
（
当
時
は
市
政

調
査
研
究
費
）
の
返
還
を
実
現
さ
せ

ま
し
た
。

こ
の
件
を
き
っ
か
け
に
、
佐
倉
市

で
の
同
費
の
使
途
は
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
注
意
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
全
国
大
会

～手足のしびれから腰痛まで～

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

今
後
の
取
り
組
み

佐
倉
市
の
職
員
人
件
費

佐
倉
市
の
職
員
人
件
費
に
つ
い
て
、
市
は
Ｈ
19
～
25
年
度
末

（
7
年
間
）
に
お
い
て
、
累
計
58
億
円
の
減
額
を
見
込
む
と
述
べ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
件
費
増
額
（
27
・
6
億
円
）
、
超
過
支

出
（
34
・
8
億
円
）
が
あ
り
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

代表 藤崎良次議員 上ノ山 博夫



全
体

佐
倉
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

み
ん
な
の
党

民
主
党

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

松
原

Ｈ ２ ５ 一 般 会 計 決 算 認 定 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

指 定 管 理 者 の 指 定 手 続 条 例 改
正 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

佐 倉 市 道 路 線 の 認 定 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

子 宮 頸 が ん ワ ク チ ン の 被 害 者
救 済 　 意 見 書 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

集 団 的 自 衛 権 行 使 容 認 反 対 関
連 2件 × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ×

９月議会　賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×　棄権－

主な議案

自 治 体 名 保 存 期 間
佐 倉 市 登 録 せ ず廃 棄
八 千 代 市 永 年
千 葉 市 3年
千 葉 県 5年

面 接 試 験 採 点 結 果 原 本
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Ｈ
25
年
度
一
般
会
計
決
算

は
次
の
理
由
で
反
対
し
た

一
、
平
成
25
年
度
も
職
員

給
与
の
適
正
化
が
実
現

さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
事
実
が
あ
る

①
佐
倉
市
の
現
在
の
地
域

手
当
支
給
率
は
７
％
で
あ
り
、

国
基
準
の
6
％
よ
り
も
１
ポ

イ

ン

ト

高

い
。全

国

１

７

８

９

団

体
中

78

団

体

が

国

基

準
を
上
回
っ

て
支
給
し
て
お
り
、
佐
倉
市
は

そ
の
1
団
体
で
あ
る
。

②
通
勤
手
当
は
国
基
準
よ
り
年

額
約
５
千
万
円
高
い
。
退
職
手

当
は
、
勧
奨
・
定
年
で
平
均
約

２
５
０
０
万
円
と
高
い
。

③
合
計
す
る
と
、
地
域
手
当
で

６
千
万
円
、
給
料
で
1.5
億
円
、

通
勤
手
当
で
5
千
万
円
、
退

職
、
年
金
積
立
で
4
千
万
円

高
く
、
合
計
約
3
億
円
国
基

準
よ
り
も
高
い
状
態
で
あ
る
。

④
平
成
24
年
度
に
国
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
震
災
の
復
興
対

策
給
与
削
減
（
2
年
間
）
に

も
応
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

実
に
合
計
9.2
億
円
に
な
る
。

⑤
国
税
庁
の
Ｈ
25
年
度
民
間

給
与
実
態
調
査
に
お
い
て
も

男
性
511
万
円
、
女
性
272
万
円
、

平
均
414
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
佐
倉
市
の
一
人
当
た
り

給
与
費
は
約
620
万
円
と
な
り

民
間
と
の
差
が
大
き
い
。

⑥
職
員
給
与
が
税
金
で
賄
わ

れ
て
い
る
以
上
、
適
正
な
給

与
体
系
が
求
め
ら
れ
る
。

内
部
で
の
改
善
が
出
来
な

い
の
で
、
市
職
員
給
与
に
つ

い
て
の
調
査
機
関
を
作
る
べ

き
で
あ
る
。二

、
八
ッ
場
ダ
ム

八
ッ
場
ダ
ム
へ

の
出
資
金
、
負
担

金
は
不
要
で
あ
る
。

治
水
上
、
利
水
上

と
も
ダ
ム
は
不
要

で
あ

り
、
ダ
ム
が
完
成

し
て
13
本
の
暫
定
井
戸
が
閉

じ
ら
れ
れ
ば
、
水
道
代
が
２

～
３
割
高
く
な
る
。

-２-

トピックス

議員 上ノ山 博夫

定
例
議
会
概
要

９
月
議
会
は
決
算
議
会
で
あ
り
、
一
般
会
計
は
歳
入
総
額
４
６

７
億
円
、
歳
出
総
額
４
３
７
億
円
。
歳
出
で
は
総
務
費
（
財
政
調

整
基
金
積
立
等
）
、
土
木
費
（
道
路
改
修
等
）
、
教
育
費
（
学
校

耐
震
化
、
志
津
公
民
館
整
備
等
）
等
が
増
加
し
た
。

歳
入
歳
出
の
差
か
ら
翌
年
度
繰
越
財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支

は
約
26
億
円
で
佐
倉
市
は
黒
字
団
体
で
あ
る
。
特
別
会
計
も
含
め

た
歳
出
額
は
７
７
０
億
円
、
一
般
会
計
57
％
、
国
保
会
計
25
％
、

介
護
会
計
約
13
％
等
の
支
出
で
、
賛
成
多
数
に
て
認
定
さ
れ
た
。

市
長
提
出
議
案
は
一
般
会
計
補
正
予
算
（
青
菅
、
志
津
小
学
校

に
学
童
保
育
所
開
設
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
30
基
分
、
生
活

道
路
の
整
備
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
先
の
破
損
雨
水
管
渠
工
事
、
小
、

中
学
校
の
改
築
、
改
造
事
業
経
費
な
ど
）
、
条
例
他
で
は
「
指
定

管
理
者
の
手
続
き
条
例
」
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

基
準
条
例
」
、
上
志
津
の
民
有
地
購
入
（
6
億
3
千
万
円
）
、
本

庁
舎
耐
震
補
強
工
事
、
志
津
公
民
館
工
事
に
伴
う
契
約
等
。
こ
れ

ら
は
全
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

議
員
提
出
議
案
は
5
件
で
可
決
は
3
件
。

採
点
結
果
原
本
保
存
期
間

他
自
治
体
に
確
認

す
る
と
表
の
ご
と
く
、

八
千
代
市
は
永
年
、

千
葉
市
は
3
年
、
千

葉
県
は
5
年
と
な
っ

て
い
る
。
佐
倉
市
は

文
書
登
録
も
せ
ず
廃

棄
し
て
い
る
。

審
査
委
員
の
回
答
（
左
の
文
書
）

こ
の
署
名
入
り
原
本
の
廃
棄
に

対
す
る
不
服
申
し
出
に
対
し
、
情

報
公
開
審
査
委
員
か
ら
は
、
「
複

数
職
員
に
よ
り
複
数
回
の
読
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
、
正
確
性
を
確
保

し
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
民
主
的
に
し
て
能
率
的
な
行

政
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
保
存
期

間
が
一
年
未
満
で
あ
る
こ
と
を
不

当
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
書

未
登
録
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
重
要
な
文

書
も
「
書
き
写
し
た
文
書
（
一
覧
表
）
」

を
作
成
す
れ
ば
、
原
本
を
捨
て
て
良

く
、
文
書
登
録
も
不
要
と
な
る
。

問
題
点

①
署
名
原
本
を
廃
棄
し
て
も
、
書
き

写
し
た
文
書
が
有
れ
ば
問
題
な
い
と

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
原
本
保
存

は
不
要
と
な
っ
て
し
ま
う
。

②
署
名
原
本
を
文
書
登
録
せ
ず
に
廃

棄
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
そ
の
文

書
の
存
在
そ
の
も
の
が
不
明
と
な
っ

て
し
ま
う
。

（
読
者
か
ら
の
意
見
）

前
号
を
読
ん
だ
本
紙
読
者
か
ら
、

次
の
よ
う
な
連
絡
が
あ
っ
た
。
「
大

事
な
文
書
を
一
年
未
満
で
廃
棄
す
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
自
分
も
公
務

員
を
長
年
や
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
取
り
扱
い
は
変
で
あ
る
」
と
述
べ
、

驚
い
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
件
の
是

正
を
し
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
た
。

情
報
公
開
条
例
は
「
市
政
の
公
正

性
と
透
明
性
を
高
め
、
市
民
と
市
政

と
の
信
頼
関
係
の
確
保
を
図
り
」
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
件
は
、
こ
れ

か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
抜
本
的
是
正
が
求
め
ら
れ
る
。

佐
倉
市
職
員
採
用
試
験

署
名
付
き
採
点
結
果
原
本
は
文
書
登
録
せ
ず
廃
棄

奛罤

こ
の
記
事
に
関
す
る
詳
細
は

「
上
ノ
山

博
夫
」
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
加
入

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

く
に
は
、
事
前
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
加
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
て
加
入
（
300
円
～

690
円
）
し
ま
す
。
現
在
、

保
険
加
入
者
は
年
々
減
っ

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

夜
行
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
利
用

印
西
市
の
方
が
計
画

し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
」
に
乗
っ

て
夜
10
時
に
佐
倉
を
発

ち
、
二
十
数
人
が
夜
行

に
て
南
相
馬
市
を
訪
れ
、

午
前
と
午
後
に
作
業
を

す
る
強
行
軍
で
し
た
。

南
相
馬
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

南
相
馬
市
に
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
後
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
申
し
込
み
を
し
て

お
り
、
8
時
半
か
ら
作

業
の
紹
介
を
受
け
ま
し

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

場
所
は
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
（
宿
泊
不

可
）
で
線
量
は
、
0.2
μ

Ｓ
/
Ｈ
程
度
。

作
業
は
、
温
室
の
中

で
放
置
さ
れ
て
い
た
苗

の
ポ
ッ
ト
と
土
の
片
づ

け
で
し
た
。
最
初
は
不

慣
れ
で
し
た
が
、
慣
れ

て
く
る
と
、
20
人
以
上

で
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
、
か
な
り
は
か
ど
り
、

一
緒
に
作
業
し
た
温
室

の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
も
大

い
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
帰
路
に
就
き
、

佐
倉
到
着
は
午
後
11
時

頃
で
し
た
。

現
地
は
、
人
が
住
め

な
い
の
で
商
店
も
開
業

で
き
ず
、
人
の
い
な
い

地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

装
備
等
の
事
前
準
備
を

良
く
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
め
ば
、
十

分
に
地
元
の
助
け
に
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。

福
島
南
相
馬
市
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
問

佐
倉
市
が
「
採
用
試
験
の
署
名
付
き
採
点
結
果
原
本
を
廃
棄
し
た
」
こ
と

に
つ
き
、
情
報
公
開
審
査
委
員
に
不
服
申
し
出
を
し
た
。
ま
た
、
調
べ
て
み

る
と
こ
の
署
名
入
り
の
重
要
文
書
は
文
書
登
録
も
せ
ず
、
廃
棄
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
市
の
文
書
管
理
規
定
で
は
、
人
事
関
係
は
永
年
又
は
10
年

保
存
と
考
え
ら
れ
る
。
八
千
代
市
で
は
永
年
保
存
と
の
こ
と
で
あ
る
。

原本を文書登録もせずに廃棄


